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ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
は
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス

の
王
室
御
用
達
の
ミ
ル
ク
を
作
る
た
め
に

改
良
さ
れ
た
牛
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
矢
島
町
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
42
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
日
本
で
乳
牛
と
い
え
ば
圧
倒
的
に
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
が
多
く
、
東
北
で
も
ジ
ャ
ー

ジ
ー
種
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
い
ま
せ
ん
。

矢
島
町
の
乳
用
牛
は
全
部
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

で
由
利
郡
内
に
約
430
頭
の
内
330
頭
が
矢
島

町
で
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
育
期
間
中
に

は
広
大
な
鳥
海
高
原
で
放
牧
し
、
新
鮮
な

牛
乳
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
も
本
町
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
は

あ
り
ま
し
た
が
加
工
は
外
注
に
頼
っ
て
お

り
ま
し
た
。
昨
年
新
た
に
ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳

製
品
を
製
造
す
る
「
花
立
牧
場
工
房
ミ
ル

ジ
ー
」
も
稼
動
し
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
里
矢

島
で
の
生
産
か
ら
加
工
ま
で
の
一
貫
体
制

が
確
立
し
ま
し
た
。

乳用牛の一般的な比較

　　　　 ホルスタイン　　 ジャージー

日　本　　１８０万頭　　８，０００頭

矢島町　　 ０（ゼロ）　　　　 ３３０頭

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
っ
て
ど
ん
な
牛

・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
は
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
島
が

　
原
産
。

・
性
質
が
優
し
く
飼
い
や
す
い
。

・
寒
暑
の
環
境
に
対
す
る
適
応
性
が
高
い
。

・
濃
厚
飼
料
が
少
な
く
牧
草
で
飼
え
る
。

　（
粗
飼
料
の
利
用
性
が
高
い
）

・
早
熟
で
乳
牛
の
寿
命
が
長
い
。

　
こ
の
よ
う
な
利
点
が
あ
り
、
鳥
海
山
麓
の
広
い
牧

草
地
帯
に
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
生
産
者
の
皆
さ
ん

矢
島
の
宝
物
　
ジ
ャ
ー
ジ
ー�

矢
島
の
宝
物
　
ジ
ャ
ー
ジ
ー�



　
矢
島
町
は
町
全
体
を
自
然
博
物

館
に
す
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
の
も
と
人
と
地
域
を
結
ぶ
自
然
、

文
化
、
歴
史
、
遺
産
、
産
業
等
の

保
存
、
展
示
、
育
成
を
す
る
こ
と

を
柱
に
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
る
。

　
特
に
花
立
周
辺
に
お
い
て
は
、

自
然
環
境
、
共
生
、
活
用
ゾ
ー
ン

と
し
て
の
自
然
を
活
か
し
た
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
と
し
、
自

然
を
大
事
に
し
な
が
ら
農
業
と
観

光
の
育
成
を
図
り
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
を
活
用
し
た
観
光
牧
場
や
満
点

の
星
空
を
美
し
く
見
る
こ
と
の
出

来
る
高
原
は
、
空
気
が
汚
れ
て
い

な
い
、
だ
か
ら
空
か
ら
の
恵
み
の

雨
も
き
れ
い
な
水
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
水
や
植
物
（
牧
草
）
の
汚

染
の
な
い
環
境
の
中
で
飼
育
さ
れ

て
い
る
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
か
ら
搾

ら
れ
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
は
安
全

で
本
来
の
特
徴
を
十
分
に
備
え
、

無
脂
乳
固
形
分
の
高
さ
が
コ
ク
を

生
み
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ

ウ
ム
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳
を
い
か
に
本
来

の
特
長
を
崩
さ
な
い
で
飲
め
る
、

食
べ
る
、
製
品
に
し
て
行
く
こ
と

が
ミ
ル
ジ
ー
と
し
て
の
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
思
う
。

　
生
産
者
の
思
い
と
し
て
は
、
40

数
年
前
に
「
牛
乳
の
湧
き
い
ず
る

ふ
る
さ
と
」
を
描
き
、
そ
の
定
着

の
た
め
に
、町
政
の
威
信
を
か
け
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
導
入
。
幾
多
の
変
遷
を
乗

り
越
え
て
き
た
酪
農
家
の
２
代
目
、

３
代
目
が
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、

わ
ず
か
９
戸
が
牛
乳
を
湧
き
出
し

て
い
る
。

　
先
人
た
ち
を
通
じ
て
、
理
屈
抜

き
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
へ
の
こ
だ
わ

り
が
今
、
町
の
特
産
品
と
し
て
位

一
、
水
と
緑
の
汚
染
の
な
い
環
境

　
で
飼
育
さ
れ
搾
ら
れ
て
い
る
た

　
め
安
全
、
安
心
で
あ
る
こ
と

二
、
じ
ゃ
ジ
ー
牛
の
希
少
価
値

　
　
日
本
に
８
千
頭

　
　
　
　（
内
矢
島
町
330
頭
）

三
、
牧
場
内
で
生
産
か
ら
加
工
ま

　
で
行
な
っ
て
い
る

四
、
パ
ス
殺
菌
法
（
低
温
殺
菌
法
）

　
・
ビ
タ
ミ
ン
類
の
う
ち
、
熱
に

　
　
弱
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
も
75
％

　
　
残
存
す
る

　
・
乳
酸
菌
が
生
き
残
る

　
・
コ
ク
と
風
味
が
壊
さ
れ
な
い

　
・
国
際
的
に
通
用
す
る
飲
用
牛

　
　
乳
は
パ
ス
殺
菌
牛
乳
だ
け
で

　
　
あ
る

ミ
ル
ジ
ー
の
牛
乳
を
　
　

　
　
　
　
積
極
的
ア
ピ
ー
ル

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ル
ジ
ー

の
役
割
は
こ
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
乳

を
い
か
に
安
心
し
て
多
く
の
消
費

者
に
飲
ん
で
も
ら
え
る
の
か
、
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
早
く
こ
の
牛

乳
に
付
加
価
値
を
付
け
る
事
が
ミ

ル
ジ
ー
の
経
営
、
生
産
者
の
経
営

を
有
利
に
導
く
事
に
な
る
と
思
う

の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

ミルジーの名称とキャラク

ターは矢島中学校生から決

めていただきました。

矢
島
町
酪
農
研
究
部
会
長

　
　
　
　
　
　
三
　
浦
　
一
　
男

花
立
牧
場
工
房
ミ
ル
ジ
ー
に
期
待
す
る
も
の

ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
へ
の
こ
だ
わ
り
と�

　
花
立
牧
場
工
房
ミ
ル
ジ
ー
か
ら
特
産
品
開
発
へ
�！！�

ジ
ャ
ー
ジ
ー
生
産
者
か
ら
の
声�



　
今
後
ミ
ル
ジ
ー
が
目
指
す
も
の

「
自
然
安
全
倍
増
」

　
ミ
ル
ジ
ー
の
乳
製
品
は
、
花
立
牧
場
の
中
に
工
場
が
あ

る
た
め
、新
鮮
で
安
全
に
製
造
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
よ
り
２
ヶ
年
の
計
画
で
高
度
な
衛
生
管
理

（
ハ
セ
ッ
プ
の
取
得
）
を
従
業
員
全
員
で
目
指
し
ま
す
。

「
売
上
倍
増
」

　
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
栄
養
価
の
高
さ
や
美
味
し
さ
な
ど
の
優

位
性
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、「
高
原
の
ご
馳
走
」
シ
リ
ー

ズ
で
地
元
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
ま
た
、
新
商
品
開
発
を
行

い
売
上
を
倍
増
し
て
い
き
ま
す
。

工場長　佐々木　孝明さん
　矢島町に通勤し、鳥海山が近づくに
つれ、頑張ろうと思ってきます。
　矢島町のジャージー牛から生産され
る原乳を使用して加工まで行っている
ミルジーは、これまで以上に衛生管理
を徹底し、安全で美味しい牛乳を作っ
ていきます。
　また、新たな乳製品を開発し、矢島
町の特産品として売り出してミルジー
を町内外に広くひろめていきます。

新
工
場
長
か
ら

ひ
と
こ
と

ジャージーアイス

ジャージー牛乳の

　　　　　　おいしさを。

鳥海高原の豊かな牧草をは

んだジャージー牛のアイス

クリームです。

濃厚で味わいの深いバニラ

が口の中でとろけます。滑

らかな舌触りです。

ジャージー牛乳

おいしさには

　　　　ワケがあります。

ミルジーで生産する牛乳

は、おいしさにこだわる酪

農家の情熱によって、採れ

たての新鮮な原料乳を衛生

的な工場で低温殺菌処理を

行い、手間ひま惜しまずつ

くられています。

ジャージーヨーグルト

生乳のおいしさ、そして健

康、いいことずくめ。

７月より新発売

ジャージー生乳９０％、添

付物を最小限にとどめ、あ

まさをおさえめにした健康

にやさしいナチュラルな

ヨーグルト。

ヨーグルトは牛乳を乳酸菌

で発酵させた食品です。乳

酸菌のはたらきによって、

タンパク質の消化吸収率の

向上やコレステロールの低

下など、さらに牛乳の栄養

も加わってとても健康です。

少ない人数で効率よく！！　私たちが頑張ります�

　　　「花立牧場工房ミルジー」�



　
７
月
21
日
（
日
）
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
矢
島
町
消
防
訓
練

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
練
習
期
間
中
は
あ
い
に
く
の
天

気
が
続
き
、
満
足
の
い
く
練
習
が

出
来
な
か
っ
た
各
分
団
で
し
た

が
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
存
分

に
発
揮
し
訓
練
大
会
に
臨
ん
で
お

り
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）

　
　
第
１
位
　
第
６
分
団

　
　
第
２
位
　
第
４
分
団

　
　
第
３
位
　
第
５
分
団

　
８
月
３
日
（
土
）
に
本
荘
市
で

開
催
さ
れ
る
本
荘
市
由
利
郡
支
部

消
防
訓
練
大
会
に
、
矢
島
町
消
防

団
を
代
表
し
両
分
団
が
出
場
し
ま

す
。
支
部
大
会
に
お
け
る
活
躍
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

支
部
大
会
出
場
分
団

　
規
　
律
　
訓
　
練
　
第
５
分
団

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
　
第
６
分
団

　
６
月
30
日
（
日
）
Ｊ
Ａ
秋
田
し

ん
せ
い
鳥
海
町
野
菜
出
荷
所
前

「
特
設
会
場
」に
お
い
て
第
６
回
合

同
畜
産
共
進
会（
う
し
ま
つ
り
）が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
絶
好
の
審
査
日
和
と
な

り
、
日
頃
か
ら
丹
念
に
育
て
あ
げ

ら
れ
た
和
牛
・
乳
牛
91
頭
が
矢
島

町
、
由
利
町
、
鳥
海
町
の
３
町
よ

り
出
陳
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
12
部
門
で
毛
並
み
や
肉
付
き

な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
た
な
か
で
、

乳
用
牛
部
門（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
）に

お
い
て
、
三
浦
剛
さ
ん
（
小
板
戸
）

の「
ナ
イ
ナ
ロ
レ
ア
ル
ボ
ニ
ー
」が

見
事
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
秋
田
県
知
事
賞
・
優
等
賞
の
受

賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
矢
島
町
分（
敬
称
略
）

◎
秋
田
県
知
事
賞

・
乳
用
牛
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
）　

　
経
産
36
ヶ
月
未
満

　
　
　
　
三
浦
　
剛
　（
小
板
戸
）

◎
優
等
賞

・
乳
用
牛
（
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
）

　
未
経
産
10
ヶ
月
〜
17
ヶ
月
未
満

　
　
　
　
三
浦
　
剛
　（
小
板
戸
）

　
未
経
産
17
ヶ
月
以
上

　
　
　
　
相
庭
　
幸
子（
新
　
所
）

　
経
産
36
ヶ
月
未
満

　
　
　
　
相
庭
　
安
一（
新
　
所
）

　
経
産
36
ケ
月
以
上

　
　
　
　
三
浦
　
剛
　（
小
板
戸
）

・
肉
用
牛
（
若
牛
の
部
）

　
若
牛
17
ケ
月
〜
20
ヶ
月
未
満

　
　
　
　
北
林
　
継
男（
桃
　
野
）

第
五
回

秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協
同

組
合
　
畜
産
共
進
会

◎
優
等
賞

・
肉
用
牛
　
成
牛
１
区

　
黒
毛
和
種
（
す
ず
ひ
め
）

　
佐
々
木
長
太
郎
（
小
板
戸
）

指
揮
者
の
号
令
に

　
　
　
　
　
気
合
い
が
入
る
団
員

機
敏
な
動
作
で
行
う
操
法

優
等
賞
受
賞
の
「
す
ず
ひ
め
」

秋
田
県
知
事
賞
受
賞
の
三
浦
さ
ん

矢
島
町
消
防
訓
練
大
会�

第
６
回

合
同
畜
産
共
進
会（
う
し
ま
つ
り
）�



く
企
画
し
て
い
た
だ
き
、
交
流
の

場
を
広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
荘
市
長

　
今
の
本
荘
市
由
利
郡
を
見
て
も

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
行

政
を
ス
リ
ム
化
す
る
こ
と
に
よ
り

行
政
経
費
の
削
減
を
行
い
、
合
理

化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

市
町
村
合
併
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
１
市
７
町
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

　
市
町
村
合
併
に
よ
り
す
ば
ら
し

い
矢
島
町
の
歴
史
と
文
化
が
薄
れ

て
い
く
と
い
う
状
況
は
避
け
ね
ば

な
ら
な
い
と
も
考
え
て
い
る
。

本
荘
市
消
費
者
の
会
代
表
理
事

　
　
　
　
　
佐
々
木
　
溢
枝
さ
ん

　
こ
れ
か
ら
の
市
町
村
の
あ
り
方

を
考
え
ま
す
と
市
町
村
合
併
論
議

は
避
け
て
と
お
れ
な
い
課
題
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
の
で
矢
島
町
の
皆
さ
ん

と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
、
本
荘
由
利

の
未
来
を
考
え
て
い
き
理
解
を
深

め
て
い
き
た
い
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
副
部
長

　
　
　
　
　
佐
藤
　
寿
美
子
さ
ん

　
今
、
少
子
高
齢
化
、
男
女
共
同

参
画
社
会
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞

き
ま
す
。
今
こ
そ
婦
人
、
女
性
の

立
場
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

男
と
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
意
識
を
確
立
し
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
人
が
元
気
、

組
織
が
元
気
、
そ
し
て
地
域
が
元

気
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て
、
共
通

な
課
題
と
し
て
市
町
村
合
併
の
意

見
交
換
を
し
て
い
き
た
い
。

矢
島
町
長

　
本
町
に
と
り
ま
し
て
も
市
町
村

合
併
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
矢
島
町
は
明
治
22
年
以

来
一
度
も
合
併
し
て
い
な
い
町
で

あ
り
、
立
町
113
年
を
む
か
え
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
合
併
論
議
に

対
し
ま
し
て
は
町
民
共
々
慎
重
に

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
100

年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
町
で
す

が
、
改
革
を
進
め
る
こ
と
も
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、今

後
の
時
代
に
お
い
て
は
市
町
村
合

併
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
問
題
で

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
交
流

会
が
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
進
ん

で
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
今
後
こ
の
よ
う
な
機
会
を
多

　
本
荘
市
・
矢
島
町
女
性
団
体
市
町
村
合
併
交
流
会
が
、
７
月
22

日
（
月
）
歴
史
交
流
館
「
道
益
苑
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
民
間
団
体
の
交
流
を
通
じ
て
市
町
村
合
併
の
理
解
を

深
め
よ
う
と
、
本
荘
市
消
費
者
の
会
と
矢
島
町
婦
人
団
体
連
絡
協

議
会
、
両
団
体
約
50
名
が
参
加
し
、
ま
た
、
柳
田
本
荘
市
長
や
佐

藤
矢
島
町
長
も
同
席
し
て
合
併
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
に
合
併
の
理
解
を
求
め
る

柳
田
本
荘
市
長

和
島
　
町
子
さ
ん(

矢
島
町
出
身
）

　
市
町
村
合
併
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
交

換
、
意
見
交
換
で
き
る
場
を
よ
り

多
く
作
っ
て
い
た
だ
き
、
交
流
を

進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
共
通
の
課
題�

本
荘
市
・
矢
島
町
女
性
団
体�

市
町
村
合
併
交
流
会�



藤
田
　
久
代
さ
ん
（
矢
島
町
）

　
市
町
村
合
併
の
話
は
聞
き
ま
す

が
、
話
の
内
容
が
漠
然
と
し
て
お

り
、
具
体
的
な
事
が
見
え
て
こ
な

い
の
が
現
状
で
な
い
か
。も
し
、１

市
７
町
の
合
併
と
な
る
と
本
荘
市

が
中
心
部
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
中
心
部
に
施
設
等
が
集
中
さ

れ
、
周
辺
地
域
の
矢
島
町
や
鳥
海

町
な
ど
は
現
在
よ
り
過
疎
化
に
拍

車
が
か
か
っ
て
く
る
の
で
な
い
か

と
心
配
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
は
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
の

広
域
化
、
電
算
化
な
ど
を
聞
き
ま

す
と
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
利
用
し
、
今
ま

で
関
心
の
な
か
っ
た
市
町
村
合
併

に
つ
い
て
身
近
な
問
題
で
あ
る
と

認
識
し
考
え
て
い
き
た
い
。

本
荘
市
長

　
市
町
村
合
併
を
し
な
い
方
が
過

疎
化
が
進
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
生
産
人
口
（
16
歳
〜
65

歳
）
が
減
る
こ
と
に
よ
り
交
付
税

が
減
額
さ
れ
る
。
す
る
と
税
金
を

増
額
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
合
併
し
た
場
合
、
本
荘
市
だ
け

が
良
く
な
れ
ば
い
い
と
は
思
わ
な

い
。
実
際
、
周
辺
市
町
村
の
気
持

ち
が
解
り
、
初
め
て
本
荘
市
が
生

き
る
事
に
な
る
。
現
在
、
市
町
村

合
併
で
の
町
村
の
一
番
の
懸
念
は

中
心
部
に
集
中
さ
れ
る
こ
と
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
合
併
し
た
後

は
、
周
辺
地
域
住
民
の
気
持
ち
を

理
解
で
き
る
良
き
議
員
、
市
長
を

選
出
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
る
。

矢
島
町
長

　
先
般
の
合
併
説
明
会
で
、
住
民

の
大
半
が
合
併
し
た
後
、
市
の
中

心
部
だ
け
が
繁
栄
さ
れ
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
、
合
併
し

な
い
場
合
も
大
変
だ
が
、
す
る
場

合
も
７
町
の
主
張
が
あ
る
の
で
大

変
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
周
辺

地
域
に
は
大
切
な
文
化
が
あ
り
、

後
世
に
残
す
働
き
も
必
要
と
な
る
。

相
庭
　
幸
子
さ
ん
（
矢
島
町
）

　
矢
島
町
で
も
人
口
減
少
が
一
番

の
不
安
で
あ
り
、
問
題
と
な
っ
て

ま
す
が
、
合
併
し
た
場
合
、
人
口

増
加
に
よ
り
税
金
等
は
軽
減
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
合
併
し
た
場
合

の
本
荘
由
利
郡
の
最
大
の
メ
リ
ッ

ト
は
。
現
在
矢
島
町
で
行
な
っ
て

い
る
住
民
参
加
型
の
町
お
こ
し
は

ど
う
な
る
の
か
。

本
荘
市
長

　
合
併
し
た
場
合
、
職
員
や
議
員

等
の
人
員
を
削
減
さ
れ
、
行
政
コ

ス
ト
が
削
減
で
き
る
。そ
し
て
、そ

の
資
金
を
福
祉
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
使
え
る
よ
う
に
な
る
事
が
一
番

の
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
青
年
会
議
所
等
を
利
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
参
加
型

の
町
お
こ
し
は
可
能
に
な
る
。
合

併
す
る
と
広
報
や
情
報
機
関
が
統

一
さ
れ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

取
り
や
す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
農
協
合
併
を
経
験
し
て
い
る
た
め
、
市
町
村
合
併
に
も
不
安
を

　
抱
い
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
合
併
す
る
方
向
に
進
む
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
は
自
治

　
体
か
ら
詳
細
に
わ
た
り
説
明
等
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
地
産
地
消
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
矢
島
町
に
あ
る
「
や

　
さ
い
王
国
」
等
を
本
荘
市
由
利
郡
で
活
気
付
け
て
い
き
た
い
と

　
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
矢
島
町
の
女
性
は
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
と
聞
き
、

　
輝
い
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会

　
を
借
り
な
が
ら
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
。

・
合
併
に
伴
い
支
所
な
ど

　
が
な
く
な
る
こ
と
は
と

　
て
も
不
便
な
こ
と
と
思

　
う
の
で
、
話
し
合
い
を

　
大
切
に
し
て
い
た
だ
き

　
た
い
。

・
市
町
村
合
併
の
話
を
聞

　
く
と
、
行
政
で
は
な
く
、

　
自
分
た
ち
が
不
利
に
な

　
る
の
で
は
と
不
安
に
な

　
り
ま
す
。
今
後
こ
の
よ

　
う
な
機
会
で
勉
強
し
て

　
い
き
た
い
。

交流会に参加された本荘市消費者の会の皆さん

参
加
者
か
ら
の
市
町
村
合
併
へ
の
意
見�



◎ジャガイモの収穫

　（７月１９日）
　小学校５年生がアグリファームふれあい

農園でジャガイモ掘りの体験をしました。

雨が降るあいにくの天気となりましたが、

自分たちで植え、育てたジャガイモの収穫

とあり生徒たちは泥だらけになりながらも

一生懸命収穫し、生徒たちは大変満足した

様子でした。

◎矢島ウイングス２連覇

　（６月３０日）
　郡市一般男女招待バレーボール大会が

仁賀保町むらすぎ荘体育館で６チームの

参加のもと行われました。

　矢島ウイングスは予選リーグ、決勝と

もストレートで勝ち上がり、見事２連覇

を果たしました。　ギリギリのメンバー

で大会に臨んでの優勝ということもあリ、

喜びもひとしおという感じでした。

◎楽しみながら健康づくり

（７月１３日）
　国保健康づくり推進事業による健康講演

会が日新館で行なわれました。講師にはテ

レビ「おかあさんといっしょ」に以前出演

された輪島直幸氏。演題は「楽しみながら

できる私の満点健康法」と題して講演され

ました。講演では脳を刺激する指先の運動

や、体のバランスを整える体操に楽しい

トークを加え、参加された町民と一緒に楽

しい時間を過ごされました。

◎町の駅・七夕まつり　（７月６日）
　みんなで集い、フリマとビアガーデンで盛り上が

ろう!!　と２１プラス１と商工会が中心となり実行委

員会を立ち上げ矢島駅前において町の駅・七夕まつ

りが行なわれました。

　雨が降ったりやんだりとあいにくの天気で、ビア

ガーデンは所狭しと駅舎内だけではなく、ホームに

も繰り出されました。４時からはステージ発表もあ

り、日頃の練習の成果を披露していただきました。

　また、まつりの最中から「またこのような企画を

してほしい」との声がたくさん聞かれ、まつりは夜

８時頃まで大いに盛り上がりました。

ま
ち
の
話
題



◎遊登山教室（７月２０日・２１日）
　「２００２スポ・レクフェスタあきた　鳥海山矢島口」

今井通子遊登山教室が行われました。

　２０日は講話と交流会。今井先生が今年ヒマラヤにア

タックした体験談を「チョモランマを語る」と題して講

話いただき、交流会が行なわれました。

　２１日は遊登山教室と合わせて清掃登山。当日は雨が

降り肌寒いあいにくの天気でしたが約110 名が参加さ

れ、記念撮影後いよいよ登山開始。参加者はそれぞれ自

分のペースで山頂を目指し、お昼頃にはほぼ全員が頂上

に登頂。昼食を済ませた後、各自のペースを守り事故も

なく無事下山しました。

　祓川ヒュッテで登山記念証明書が手渡された参加者は

鳥海山を振返り登頂した達成感に包まれておりました。

　ご協力いただいた皆様には紙面をお借りしてお礼申し

上げます。大変ご苦労様でした。

◎ゲートボール教室（７月１１日）
　屋内多目的運動広場において６月２０日・７月

１１日の両日、矢島町ゲートボール協会のご好意

により小学１年生のゲートボール教室が開催され

ました。初めてとあって少し緊張気味でしたが、

会員の方々の指導により楽しみながらゲートボー

ルに親しむことのできた一時でした。

本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

種
目
別
交
流
会

○
野
　
球
　
　
　
７
月
７
日（
日
）

　
優
　
勝
　
矢
島
町
野
球
ス
ポ
少

　
　
　
　
　
　
秋
田
県
大
会
出
場

中
学
校
全
県
総
体
　
主
な
結
果

○
卓
　
球

　
男
子
団
体
　
４
位

　
男
子
個
人

　
３
位
　
茂
木
　
卓
也（
坂
之
下
）

　
　
　
　
　
　
　
東
北
大
会
出
場

　
女
子
団
体

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
矢
　
島 

１ 

― 

３ 

雄
物
川

○
剣
　
道

　
女
子
団
体

　
準
々
決
勝

　
矢
　
島 

０ 

― 

３ 

土
　
崎

○
陸
　
上
　
１
０
０
Ｍ
走
　

　
８
位
　
佐
藤
　
里
奈（
新
　
所
）

高
校
東
北
総
体
出
場

○
剣
　
道
（
本
荘
高
校
）

　
三
森
　
健
介
（
田
中
町
）

○
サ
ッ
カ
ー
部（
由
利
工
業
高
校
）

　
金
子
　
清
人
（
坂
之
下
）

○
ホ
ッ
ケ
ー
部（
由
利
工
業
高
校
）

　
佐
藤
　
一
宏
（
中
屋
敷
）

　
伊
東
　
育
未
（
新
　
丁
）

　
佐
藤
　
　
瞬
（
栄
　
町
）

　
打
矢
　
康
平
（
豊
　
町
）

◎空手スポ少奉仕作業（６月２３日）
　西目町の心身障害者コロニー赤光園において空手スポ少団員と保護者５０名

により窓拭きの奉仕作業を行ないました。

活
躍
の
記
録

　奉仕作業は今回で２

回目になりますが、作

業終了後、空手を披露

する機会があり１時間

程度空手の基本、形、

組手、演舞を披露する

と、とても喜ばれ帰り

は握手ぜめになりまし

た。

ま
ち
の
話
題



　
任
期
満
了
に
伴
う
、
農
業
委
員

会
委
員
の
一
般
選
挙
が
全
国
統
一

で
７
月
７
日
（
日
）
に
執
行
さ
れ
、

矢
島
町
に
お
い
て
は
、
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
12
名
に
対
し
立
候

補
者
12
名
で
あ
っ
た
た
め
投
票
は

行
わ
れ
ず
無
投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
町
長
が
選
任
す
る
委
員

に
は
４
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
町
議
会
推
薦
の
２

名
に
は
女
性
の
方
が
推
薦
さ
れ
、

矢
島
町
で
は
初
め
て
の
女
性
農
業

委
員
の
誕
生
と
な
り
ま
し
た
。

　
左
記
の
16
名
に
よ
る
新
た
な
矢

島
町
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

任
　
期

　
平
成
14
年
７
月
20
日
か
ら

　
平
成
17
年
７
月
19
日
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
年
間

矢
島
町
農
業
委
員
会
委
員

　

　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

◎
選
挙
に
よ
る
委
員
　
12
名

　
相
　
庭
　
安
　
一
（
新
　
所
）

　
佐
　
藤
　
文
　
一
（
中
屋
敷
）

　
柴
　
田
　
覚
　
実
（
郷
　
内
）

　
佐
　
藤
　
正
　
一
（
築
　
舘
）

　
茂
　
木
　
勇
　
雄
（
坂
之
下
）

　
佐
　
藤
　
系
　
悦
（
針
ヶ
岡
）

　
三
　
浦
　
勝
　
也
（
木
　
在
）

　
佐
　
藤
　
　
　
勇
（
成
　
沢
）

　
佐
々
木
　
知
　
榮
（
沢
　
内
）

　
三
　
浦
　
忠
一
郎
（
九
日
町
）

　
伊
　
豆
　
秀
　
一
（
持
　
子
）

　
佐
　
藤
　
　
　
勇
（
中
　
山
）

◎
町
長
が
選
任
し
た
委
員
　
４
名

推
薦
機
関
　
矢
島
町
議
会

　
小
　
番
　
け
い
子
（
新
　
町
）

　
茂
　
木
　
美
寶
子
（
上
新
荘
）

推
薦
機
関
　
農
業
協
同
組
合

　
小
　
番
　
　
　
功
（
八
ツ
杉
）

推
薦
機
関
　
農
業
共
済
組
合

　
佐
　
藤
　
　
　
實
（
針
ヶ
岡
）

　
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催
に
伴
い

左
記
の
区
間
が
「
全
面
通
行
止
め
」
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
御
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
３
日
（
土
）
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル

　
長
泥
〜
木
在
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

８
月
４
日
（
日
）
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
長
泥
〜
杉
沢
　
午
前
８
時
30
分
〜
９
時

　
杉
沢
〜
桃
野
　
午
前
８
時
40
分
〜
10
時

　
桃
野
〜
花
立
　
午
前
９
時
〜
10
時
20
分

　
花
立
〜
祓
川
　
午
前
９
時
〜
12
時

　
約
600
人
の
選
手
が
参
加
す
る
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
で
す
。

　
花
立
や
祓
川
ま
で
登
る
選
手
に
は
、
町
民
皆
様

の
ご
声
援
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

複
十
字
シ
ー
ル
募
金
運
動
に
　
　

　
　
　
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す

　
複
十
字
シ
ー
ル
運
動
は
家
族
を
は
じ
め
、

友
人
、
地
域
の
人
々
、
国
民
全
員
、
そ
し
て

世
界
の
人
々
を
結
核
や
肺
が
ん
、
そ
の
他
の

胸
部
疾
患
か
ら
守
り
、
健
康
で
幸
せ
な
社
会

に
し
よ
う
と
願
う
も
の
で
す
。

　
世
界
で
は
結
核
を
撲
滅
す
る
た
め
蔓
延
し

て
い
る
途
上
国
へ
の
様
々
な
援
助
事
業
を
複

十
字
シ
ー
ル
募
金
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
日
本
に
お
い
て
も
結
核
の
相
次
ぐ
集

団
感
染
、
院
内
感
染
な
ど
で
罹
患
者
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
新
た
な
問
題
を
か
か
え
対
策

の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
地
域
の
健
康
推

進
員
・
結
核
予
防
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
募

金
運
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

歴史交流館（八森苑・道益苑）が

見学できます！！

　昨年、開館した上記施設を広く知って
いただくため下記により見学日を設けま
した。
　お盆で帰省中のご親せきの方々もお誘
い合わせの上、ご覧下さい。
期　日　８月１３日、１４日、１５日
時　間　午前９時～午後５時
所在地　家中地内
※上記の期間中、各団体のご利用はでき
ませんのでご了承願います。

　Mt鳥海バイシクルクラシック

交通規制のお知らせ　

初
の
女
性
登
用�

矢
島
町
農
業
委
員
会
委
員
　
16
名
決
定�

夏ま
つり開催！！
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や
ま
め
七
月
例
会

白
檀
の
扇
子
の
舞
の
香
ぐ
わ
し
く

佐
藤
ト
キ
女

合
点
の
い
か
ぬ
話
や
梅
雨
滂
沱

佐
藤
　
木
の
実

七
夕
に
託
す
子
の
夢
星
の
空

鞍
馬
　
賢
治

蕗
の
葉
で
飲
む
水
旨
し
棚
田
守
る

佐
藤
　
勝
男

名
に
し
お
う
か
つ
ら
涼
風
ほ
し
い
ま

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
正
木
　
禮
子

人
目
ひ
く
額
あ
じ
さ
い
の
雨
上
り

齋
藤
　
瑞

ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
ジ
ョ
ッ
キ
に
注
ぐ
日

本
海
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
茂

縫
い
上
げ
し
紬
を
た
た
み
メ
ロ
ン
切

る
　
　
　
　
　
　
　
　
金
子
　
京
子

又
一
人
み
仏
と
な
る
半
夏
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ア
ヤ
子

屋
根
塗
り
て
匂
い
の
中
の
昼
寝
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
真
都
子

奥
飛
騨
の
軒
先
高
し
夏
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
柳
四
郎

水
打
っ
て
玄
関
か
ら
の
風
通
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
島
や
す
雄

云
う
前
に
言
葉
こ
ろ
が
し
タ
イ
ミ
ン

グ
計
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
老
い
は
事
更

佐
藤
　
幸
子

父
の
日
に
娘
よ
り
届
き
し
夏
帽
子
か

ぶ
り
て
夫
は
背
筋
伸
ば
し
ぬ

冨
田
　
か
よ

夜
な
べ
し
て
母
縫
い
く
れ
し
刺
し
子

着
に
踊
る
此
の
宵
樟
脳
匂
う

東
海
林
つ
ね
子

亡
き
姉
の
頬
撫
ず
る
が
に
掌
に
触
る

る
墓
の
み
ど
り
の
苔
あ
た
た
か
し

金
子
　
京
子

サ
ッ
カ
ー
を
テ
レ
ビ
に
見
入
る
一
瞬

を
ボ
ー
ル
行
く
方
に
歓
声
移
る

加
賀
谷
　
栄

花
祭
り
の
行
列
の
稚
児
愛
ら
し
も
宝

冠
か
し
げ
る
子
等
も
ち
ら
ほ
ら

佐
藤
ア
ヤ
子

健
康
の
老
い
は
素
晴
ら
し
と
茶
を
飲

み
つ
つ
痛
む
話
を
今
日
も
聞
か
さ
る

桜
庭
　
恭
子

今
日
ひ
と
日
老
い
の
寂
し
さ
忘
れ
て

あ
れ
姑
に
手
を
貸
す
菜
の
花
の
中

佐
藤
真
都
子

こ
れ
も
ま
あ
個
性
と
呼
ぶ
か
鶯
が
一

音
多
く
「
ケ
」
の
音
を
鳴
く

金
子
　
四
郎

逝
き
て
よ
り
十
三
年
の
子
の
法
要
終

え
て
ふ
た
た
び
寂
し
さ
に
棲
む

伊
東
　
房
代

　
講
師
詠
　
　
　
　
　
藤
田
　
嘉
樹

後
進
の
あ
ま
た
の
短
歌
眩
し
も
よ
意

欲
た
ぎ
ち
し
若
き
日
遠
く

第
三
二
七
回

　
矢
島
短
歌
会
六
月
例
会
秀
歌

　
　
　
　
　
選
者
　
藤
田
嘉
樹

ＴＶ電話ビデオ・オン・デマンド装置

下記電話番号にダイヤルすることにより各種

情報を見ることができます。

　　行政・福祉情報　　　　　　29-5020

　　観光・イベント情報　　　　29-5021

　　公共施設予約状況　　　　　29-5032

　ホームページアドレス
　　http://www.town.yashima.akita.jp

　メール
　　kikaku@town.yashima.akita.jp

インターネットの普及が進展

　先般、総務省で発表した「通信利用動向調査」
によると平成13年度末のインターネット利用
者数は5,593万人で対前年比で6.9％増加し、平
成11年度末と比較すると２倍以上、平成10年
末と比べると３倍以上となっております。イン
ターネットの利用者の順位は、米国に次いで世
界第2位となっておりますが、インターネット
の人口普及率では、世界第16位となっている。

　矢島町で今年３月に行った調査では、矢島町
のインターネット普及率は、19.16％と全国の
普及率と比べると低いものの、今後インター
ネットを行いたい世帯を含めると 35.48％に
なっており、この数値からみても矢島町でも確
実にインターネットの普及が進んでおります。
　情報通信の分野は、高速通信の時代を迎え、
これまでのISDN（64kbps）のような低速な通
信から A D S L （8 M b p s ）や光ファイバ

（100Mbps）などの普及が始まり、この地域で
もインターネット利用者から高速通信環境の整
備の要望が増え続けております。すでに都市部
では、高速通信環境が整っておりますが、人口
の少ない農村部への整備は遅れおり、都市部と
の格差が広がる一方となっております。
　矢島町では、３月に行った光ファイバー網整
備についてのアンケートをもとに、町民が都市
部と変わりなく超高速通信ができる環境を構築
するため、現在、国、県と協議を行い、事業実
施に向けて調整をおこなっております。

※ ７月号でも募集しておりますが、テレビ電話
の一般モニターを募集しております。まだ若干
ありますのでテレビ電話の貸与を希望される方
は、企画商工観光課（℡５５－４９５２）まで
ご連絡下さい。

テレビ電話今月の配信予定

　　８月15日　矢島町成人式

わが国のインターネットの利用者数　　　　

　　　　　　　　および人口普及率の推移



◆
◆
◆
　
骨
粗
鬆
症
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
◆
◆
◆

《相談・健診》

◎なんでも健康相談
　日時　８月２８日（水）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

　場所　保健センター

　※健康に関する相談、体脂肪率や血圧測

　　定、赤ちゃんの計測など実施していま

　　す。お気軽にいらして下さい。

◎乳児健診
　日時　８月２８日（水）午後１時

　場所　保健センター

　対象　平成13年８･１０月生

　　　  平成14年１・４月生

　（持参するもの）

　　母子手帳、記入したアンケート用紙、

　　バスタオル

　※４月生の方は「母子健康相談票」を持っ

　　てきて下さい。

《予防接種》

◎三種混合
　日時　８月５日（金）午後１時

　場所　保健センター

　対象　①平成１４年２月生まれまでで

　　　　　３回終了していない乳幼児

　　　　②Ⅰ期３回目終了後1年経過した

　　　　　幼児

　※母子手帳と記入した予診票を持参して

　　下さい。

健診・予防接種の日程は矢島町のホームペー

ジ・ｉモードでも御覧いただけます。

《ホームページアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

《ｉモードアドレス》

http://www.town.yashima.akita.jp/

fukusi/fukusi/imodo.html

お問い合せ先

　　　　福祉保健課　℡５５－４９６０

　
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
と
は
何
か
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
人
生
80
年
時
代
の
到
来
。
い
つ
ま
で
も
健

康
で
い
る
た
め
に
、
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
を
残
そ
う
と

い
う
の
が
厚
生
労
働
省
の
「
８
０
２
０
運
動
」
で
す
。

　
県
で
は
、
毎
年
「
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
よ
り
表
彰

事
業
」
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
家
族
や
知
り
合
い
な
ど

で
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い
。
昨

年
ま
で
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
も
再
度
応
募
で
き

ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
方

　
大
正
11
年
11
月
８
日
以
前
生
ま
れ
の
方
で
、
現
在
自
分

　
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
こ
と

　
※
治
療
し
た
歯
が
あ
っ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

◎
申
込
期
日
　
８
月
23
日
（
金
）

◎
申

込

先
　
福
祉
保
健
課
保
健
係
　
　

　
　
　
　
　
　
℡
55
―
４
９
６
０

〜
８
０
２
０
い
い
歯
の
お
年
寄
り
を
募
集
〜

　
骨
粗
鬆
症
（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
の
「
粗
」
は

「
あ
ら
い
」
と
い
う
意
味
で
す
。
ま
た
「
鬆
」
と
い
う

の
は
「
ス
が
は
い
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
文

字
が
示
す
よ
う
に
、
私
達
の
身
体
を
支
え
る
骨
の
量

が
減
っ
て
、
ス
が
入
っ
た
よ
う
に
ス
カ
ス
カ
に
な
る

病
気
の
こ
と
を
「
骨
粗
鬆
症
」
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
に
な
る
と
、
骨
が
大
変
も
ろ
く
な
っ
て

折
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
つ
ぶ
れ
や
す
く
な
り
、
寝

た
き
り
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
な
人
で
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
摂
取
す
る

よ
う
な
生
活
習
慣
を
送
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
40
歳
を

過
ぎ
る
と
骨
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
骨
粗
鬆
症
を
恐
れ
た
り
、

家
に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
う
よ
り
、
一
度
自
分
の
骨

は
年
齢
に
比
べ
て
多
い
の
か
、
少
な
い
の
か
、
以
前

に
比
べ
て
ど
れ
く
ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
な
ど
を
検

査
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
検
診
は
専
用
の
測
定
器
で
短
時
間
に
痛
み
も

無
く
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
別
な
準
備
や

食
事
制
限
な
ど
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
も
一
切
あ
り
ま
せ

ん
の
で
気
軽
に
お
申
込
下
さ
い
。

◎
実
施
月
日
　
９
月
６
日
（
金
）

◎
時
　
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
　
　
　（
一
時
間
20
人
ず
つ
割
当
て
ま
す
）

◎
場
　
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

◎
対

象

者
　
30
歳
〜
70
歳
ま
で
の
女
性

　
　
　
　
　
　（
先
着
100
名
）

◎
申

込

先
　
福
祉
保
健
課
保
健
係

　
　
　
　
　
　
℡
55
―
４
９
６
０



み
ん
な
の
善
意

老齢福祉年金を受けられている

　　　　　　　　　　　　皆さんへ
◎　８月期の年金を受けられましたら、年金証書を国民年金担当へ提出願います。

　老齢福祉年金を受給されている方には７月下旬から８月上旬にかけて、秋田社会

　保険事務局から年金証書が送付されます。

　　８月期分は９日から指定の郵便局で受け取ることができます。

　　老齢福祉年金は本人や配偶者、扶養義務者の所得によって年金額が調整される

　場合があります。これを審査した後、１２月期と４月期の支払金額を年金証書に

　記入し、受給者の方にお返しいたします。

　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　　生活・環境課　℡５５‐４９５９

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
い
よ
い
よ
５
日
か
ら
全
国

の
市
町
村
の
住
民
基
本
台
帳
が
結

ば
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
矢
島
町

以
外
の
市
町
村
の
窓
口
で
も
本
人

確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
国

等
に
提
出
す
る
住
民
票
の
添
付

（
恩
給
の
現
況
届
等
）
の
省
略
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
今
ま
で
各

市
町
村
が
も
っ
て
い
た
住
民
情
報

の
う
ち
、
４
情
報
（
①
氏
名
②
生

年
月
日
③
性
別
④
住
所
）
と
住
民

票
コ
ー
ド
が
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
現
在
マ
ス
コ
ミ
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
個
人
情
報
保
護
・
制

度
面
・
技
術
面
・
運
用
面
等
に
つ

い
て
は
万
全
の
対
策
を
講
じ
て
お

り
ま
す
。
町
で
は
シ
ス
テ
ム
稼
動

と
共
に
、
町
民
一
人
一
人
の
「
住

民
票
コ
ー
ド
」
を
各
世
帯
に
郵
送

し
ま
す
。
番
号
を
確
認
し
て
い
た

だ
き
、
番
号
を
変
更
し
た
い
方
は

町
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。尚
、来

年
８
月
か
ら
は
「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
）」
に
よ
り

他
市
町
村
で
も
住
民
票
の
交
付
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住民異動届を忘れないで！

　年度末に進学や就職等で町外に
転出された方で住民異動届をお忘
れの方はいらっしゃいませんか？
住民票は居住関係を公証する唯一
の公簿、また各種行政の基礎とし
て用いられております。故意過失
を問わず適正な届出を怠った場合
には過料を課せられることがあり
ます。
　例えば一年以上寮やアパート等
で生活する学生や単身赴任者等
は、寮やアパート等に生活の本拠
（住所）があると認定されます。こ
の場合は住民係窓口において転出
届を行ってください。また、矢島
町に帰ってきたのに転入届を行っ
ていない方も同様に届出を行って
ください。適正な届出を行わない
と各種行政サービスを受けること
ができなくなります。

第
125
回
商
工
会

　
　
珠
算
検
定
試
験
合
格
者

（
６
月
16
日
実
施
）

◎
社
会
福
祉
法
人
矢
島
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

　
次
の
皆
様
か
ら
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
役
立
て
て
下
さ
い
と
し
て

寄
付
金
を
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ
プ
矢
島
店
様

　（
お
客
様
の
善
意
を
寄
付
）

○
舘
　
町
、
小
野
正
夫
様
（
御
母

　
堂
イ
ワ
オ
氏
、
香
典
返
し
）

○
舘
　
町
、
山
口
東
一
様
（
御
母

　
堂
愛
子
氏
香
典
返
し
）

○
小
　
田
、
新
田
善
一
郎
様
（
御

　
子
息
信
悦
氏
香
典
返
し
）

○
新
　
町
、
小
番
忠
男
様
（
御
母

　
堂
キ
ク
ヨ
氏
香
典
返
し
）

○
水
　
上
、
鈴
木
利
治
様
（
御
尊

　
父
良
一
氏
香
典
返
し
）

○
新
　
丁
、
佐
藤
勝
栄
様
（
御
尊

　
父
勝
美
氏
香
典
返
し
）

一
級
　
茂
木
　
　
徹
（
坂
之
下
）

二
級
　
小
番
　
　
謙
（
新
　
町
）

三
級
　
真
坂
　
恒
平
（
荒
　
沢
）

　
　
　
茂
木
　
美
香
（
坂
之
下
）

　
　
　
柴
田
　
裕
未
（
七
日
町
）

　
　
　
村
上
　
春
樹
（
七
日
町
）

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
シ
ス
テ
ム
８
月
５
日
ス
タ
ー
ト



▼
日
　
　
時
　
８
月
16
日
（
金
）

▼
場
　
　
所
　

　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー

　
　
　
　
ク
ラ
ブ
秋
田（
岩
城
町
）

全
町
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

　
企
業
、
丁
内
、
友
人
、
各
種
団

体
チ
ー
ム
編
成
で
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
期
　
日
　
８
月
14
日
（
水
）

　
　
開
会
式
　
午
前
８
時
30
分

▼
開
　
場
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
参
加
料
　
１
チ
ー
ム
　
三
千
円

▼
申
込
先
　
８
月
７
日(

水)

　
参
加
料
、
チ
ー
ム
名
を
添
え
て

　
粕
谷
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
ま
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
℡
56
‐
２
３
６
８

矢
島
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
９
月
７
日
、
８
日
に
八
朔
祭
り

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
次
に
よ
り
出

店
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
し
ま
す
。

▼
出
店
資
格

　
町
内
在
住
者
で
あ
る
個
人
、
法

　
人
、
団
体
等
（
た
だ
し
、
町
内

　
在
住
者
で
あ
っ
て
も
暴
力
団
等

　
と
関
わ
り
の
あ
る
方
は
参
加
で

　
き
ま
せ
ん
）

▼
申
込
期
限
　
８
月
10
日
（
土
）

▼
申

込

先

　
坂
田
書
店
内

八
朔
祭
り
露
店
出
店
募
集

▼
会
　
　
費
　
三
、
〇
〇
〇
円

▼
プ
レ
ー
代
　

　
ビ
ジ
タ
ー
九
、
八
〇
〇
円

　（
食
事
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
）

▼
ル 

ー 

ル

　
18
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
新
ペ
リ
ア
方
式

▼
申
込
方
法

　
個
人
、
４
人
一
組
の
パ
ー
テ
ィ

　
ー
ど
ち
ら
で
も
可

▼
申
込
期
限
　
８
月
５
日
（
月
）

▼
募
集
人
員
　
64
名

▼
参
加
資
格

　
矢
島
町
在
住
若
し
く
は
町
内
企

　
業
に
勤
務
す
る
方

▼
申 

込 

先
　
矢
島
町
商
工
会

　
　
　
　
℡
　
　
56
‐
２
２
０
６

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
27
‐
５
１
１
５

　
　
八
朔
祭
り
露
店
協
力
会

　
　
　
℡
　
　
55
‐
２
５
６
８

　
　
　
　
　
　
55
‐
２
５
３
５

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
55
‐
２
５
６
８

秋
田
県
特
産
品
開
発
　
　
　

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
秋
田
県
・
秋
田
県
物
産
振
興
協

会
・
発
明
協
会
が
主
催
す
る
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
賞
作
品
に
は
知
事
賞
等
を
授

与
す
る
ほ
か
、
ア
ト
リ
オ
ン
・
秋

田
県
外
事
務
所
（
北
海
道
・
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
）
に
１
年
間
展
示

し
宣
伝
紹
介
を
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件

　
新
開
発
商
品
部
門

　
　
市
場
導
入
が
平
成
13
年
11

　
　
月
以
降
の
商
品
。

　
改
良
部
門

　
　
内
容
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
改
良

　
　
し
た
平
成
11
年
11
月
以
降
の

　
　
商
品
。

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
賞

　
　
新
開
発
商
品
部
門
、
改
良
部

　
　
門
及
び
酒
類
。

▼
応
募
期
限

　
８
月
31
日
（
土
）

▼
応
募
方
法
（
問
い
合
わ
せ
）

　
所
定
の
申
込
書
が
役
場
企
画
商

　
工
観
光
課
に
備
え
付
け
て
あ
り

　
ま
す
。
℡
55
‐
４
９
５
３

　
防
衛
庁
で
は
来
春
入
隊
予
定
者

（
男
女
）
を
募
集
致
し
ま
す
。
役
場

住
民
係
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

備
え
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

自
由
に
ご
覧
願
い
ま
す
。

　
採
用
説
明
会
・
採
用
試
験
勉
強

会
を
次
の
日
時
で
行
い
ま
す
。

▼
説
明
会
・
勉
強
会

　
８
月
８
日
（
木
）

▼
勉
強
会

　
８
月
17
日
・
31
日
、
９
月
14
日

▼
実
施
会
場

　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
実
施
時
間

　
午
前
９
時
〜
12
時

※
詳
し
く
は
自
衛
隊
本
荘
募
集
事

務
所
（
℡
22
‐
３
４
７
９
）
ま
で

自
衛
官
募
集
案
内

友好都市訪問（長野県佐久市）

　　　　　　　参加者募集！！

　友好都市として交流をしております

長野県佐久市を旅してみませんか？

　元宝塚ＯＧと佐久市民が手作りで作

成、出演している佐久ミュージカルや

矢島町と縁のある地を訪ねます。

　是非、この機会にお友だち、ご家族

お誘い合わせの上ご参加ください。

▼期日　平成１４年９月２１日（土）

　　　　　　～２３日（月）２泊３日

▼経費　１万５千円

▼定員　１５名

　（お早めにお申込みください。）

※お申し込み、お問い合わせは、教育

　委員会へ　℡５６―２２０３

　
例
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
３

カ
月
間
は
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
で

注
意
力
が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
と

こ
ろ
へ
、肌
の
露
出
が
多
く
な
り
、

さ
ら
に
、
発
汗
に
よ
り
電
気
が
流

れ
や
す
く
な
る
な
ど
の
悪
条
件
が

重
な
り
、
感
電
事
故
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

８
月
は
「
電
気
使
用
　
　
　

　
　
　
　
安
全
月
間
」
で
す



今
月
の
お
楽
し
み
会
は

★
８
月
17
日
（
土
）

“
昔
の
お
も
ち
ゃ
　
昔
語
り
　
紙

芝
居
に
親
し
も
う
”
で
す
。

竹
馬
、
缶
ポ
ッ
ク
リ
、
お
手
玉
、
お

は
じ
き
な
ど
で
遊
ん
だ
後
、
楽
し

い
紙
芝
居
や
昔
語
り
を
聞
き
ま

し
ょ
う
。

６月救急月報（矢島地区消防組合）

※
正
解
者
１
名
に
粗
品
を
進
呈

い
た
し
ま
す
。

　
（
解
答
例 

 

Ｃ
―
３
・
Ｆ
―

１
）

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
応
募
先

　
矢
島
町
七
日
町
字
上
山
寺
29

　
廣
祐
寺
内

　
や
し
ま
囲
碁
同
好
会

　
黒
番
で
す
。
目
を
２
コ
作
っ

て
下
さ
い
。（
生
き
る
）

（
７
月
号
解
答
）

　
白
１
に
よ
っ
て
イ
か
ロ
に
取

る
手
が
で
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
…
　

囲

碁

講

座

　

人身交通事故　　０件　
（平成14年１月～累計）　

交通死亡事故ゼロ日数  　

　　　　　８１８日

交通事故の発生状況
（平成14年7月25日現在）

子
供
館
よ
り
お
知
ら
せ

▼
日
　
時

　
９
月
29
日
（
日
）、

　
10
月
６
日
（
日
）
の
２
日
間

第
４
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
　

　
　
　
技
士
養
成
課
程
講
習
会

①
給
油
取
扱
所
講
習

②
一
般
講
習

講
習
の
日
時
、
場
所

　
８
月
29
日
（
木
）

　
秋
田
市
文
化
会
館

　
①
午
前
９
時
〜
12
時

　
②
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分

　
９
月
26
日
（
木
）

　
本
荘
由
利
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
①
午
前
９
時
〜
12
時

　
②
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
午
後
４
時
30
分

▼
受
付
期
間

　
７
月
26
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
８
月
８
日
（
木
）

▼
受
講
料

　
秋
田
県
証
紙
四
千
七
百
円
を
申

　
請
書
に
添
付

▼
申
請
及
び
問
い
合
せ
先

　
矢
島
地
区
消
防
組
合
消
防
署

　
　
　
　
　
℡
55
‐
２
１
１
１

危
険
物
取
扱
作
業
者
　
　
　

　
　
　
講
習
会
（
法
定
講
習
）

▼
場
　
所

　
本
荘
由
利
地
域

　
　
　
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
54
名

　
締
切
り
９
月
20
日
（
金
）
た
だ

　
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

▼
受
講
料
　
２
２
、
６
５
０
円

▼
申
し
込
み
受
付
先

　
ハ
ム
シ
ス
テ
ム
庄
内

　
　
　
　
　
　
秋
田
営
業
所

℡
24
‐
５
０
９
９

碁
ル
ー
ル

生
き
る
…
目
が
２
コ
以
上
あ
る

死
　
ぬ
…
目
が
１
コ
し
か
な
い

▼
日
時

　
　
平
成
14
年
８
月
31
日
（
土
）

　
　
午
後
２
時

▼
場
所
　
本
荘
文
化
会
館

▼
第
一
席

　「
老
年
者
の
介
護
」

　
東
北
大
学
医
学
部

　
　
老
年
呼
吸
器
科

　
　
教
授
　
佐
々
木
　
秀
忠
　
氏

▼
第
二
席

　「
活
き
活
き
と

　
　
　
活
動
の
あ
る
高
齢
化
を
」

　
大
阪
大
学
医
学
部
整
形
外
科

　
　
教
授
　
越
智
　
隆
弘
　
氏

★
入
場
料
無
料

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

第
21
回
本
荘
由
利
地
区
医
学
講
座

秋
田
県
臨
床
内
科
医
会

　
市
民
公
開
講
座
　
合
同
講
演
会

　
矢
島
小
学
校
、
矢
島
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
が
使
用
し
て
い
た
机
・

椅
子
を
、
次
に
よ
り
払
い
下
げ
し

ま
す
。

▼
日
時
　
８
月
７
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
前
10
時

▼
場
所

　
矢
島
小
学
校
・
中
学
校
体
育
館

▼
払
下
価
格
　
無
料
（
先
着
順
）

▼
そ
の
他

　
各
自
で
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

▼
お
問
い
合
せ

　
小
学
校
　
℡
56
‐
２
０
６
９

　
中
学
校
　
℡
56
‐
２
０
６
２

児
童
・
生
徒
使
用
の
机
・
　

　
椅
子
を
払
い
下
げ
し
ま
す

　
人
間
関
係
や
人
権
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
法
務
局
員
、

矢
島
町
人
権
擁
護
委
員
が
次
に
よ

り
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
一
切
秘
密
に
取

り
扱
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相

談

日
　
８
月
７
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
相
談
場
所
　
矢
島
町
福
祉
会
館

▼
相
談
内
容
　
土
地
、
建
物
、
登

　
記
、
相
続
、
戸
籍
、
夫
婦
、
い

　
じ
め
な
ど
に
関
す
る
問
題

無
料
特
設
人
権
相
談
所
開
設

出動件数� 搬送人員�

交通事故� ２　件� ２　人�

一般負傷� ２　件� ２　人�

急　　病� ６　件� ６　人�

そ  の  他� ４　件� ４　人�


